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2016年3月7日
学校における外国人児童生徒等に対する教育支援に関する有識者会議（第４回）



１．神奈川県の高校入試制度
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在県外国人等特別募集（滞日３年以内）
（１０校で募集定員１１９名）

海外帰国生徒特別募集（海外で２年以上）
（６校で募集定員７０名）

公立高校の在籍者数
外国人生徒1,412名＋α 平成27年度基本調査

高校で日本語指導が必要
な外国籍生徒数４０５名
平成２６年文部科学省調べ

一般受検での特例措置
（滞日６年以内）
・ふりがな付き問題
・時間延長
・別室受検

県教委とNPOとの協働事業
・高校入試の説明会
・多言語ガイドブック

定員内不
合格禁止



神奈川県の高校入試の特徴

• 在県外国人等特別募集枠の設置（以下「在県枠」）
• 滞日年数が通算で3年以内（就学前期間を除く）
• 外国籍を有する又は日本籍を取って3年以内
• 募集定員がはっきりしている。（2016年度入試は119名）
• 原則「定員内不合格の禁止」・・・一般枠も特別枠も同様

ハンディキャップがあっても原則受け入る

（ノーマライゼーションの考えにより、２0年ほど前から実施）

• 入学者選抜試験の配慮
• ルビ付きの問題、面接時の配慮（日本語をゆっくり話す）、時間延長
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「在県外国人等特別募集の受検状況」
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（神奈川県教委学校基本調査より）



神奈川県内の国際教室卒業生の進路状況
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2015年（平成27年）3月の卒業生（回答率１００％）
かながわ国際交流財団作成資料



２．高校入学後の支援
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外国人生徒への授業支援

外国人生徒への授業以外の
支援

日本人生徒とのかかわり

学校外での支援
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外国人生徒への授業支援

・日本語学習の授業設置
在県枠10校や外国人生徒の多い高校で設置されている。
「国語」の授業とは別に設置

・個別対応授業の設置
1年次を中心に体育、芸術、情報以外の科目
生徒によっては、一般クラスの授業へ。プレイスメントテスト等を
実施して、個別に判断。
年度途中でも生徒によっては一般クラスへ。

・教科指導での取り組み
日本語教育を意識した、わかる授業へ



相模原青陵高校の授業支援の状況
2014年度の実施状況
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１年次

２年次

３年次

日本語 個別対応授業

「日本語と文化の扉」
選択科目２単位

LBでの漢字ドリル

「日本語と文化Ⅰ」
選択科目２単位

LBでの漢字ドリル

「日本語と文化Ⅱ」
選択科目２単位

LBでの漢字ドリル

国語総合、数学１A、現代社会
地理A、英語、化学基礎、
保健で個別対応授業設置

現代文、家庭総合、英語
保健で個別対応授業設置

現代文、家庭総合で個別対応
授業設置



教科指導での取り組み（JSLカリキュラム）
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教材の工夫 授業での工夫

公開授業、研究会・研修会の実施

自主教材プリント
・漢字にふりがな
・内容を大づかみに理解させる
・教科の内容に関する言葉
と日本語語彙理解の区別
・視覚的な図やイラストの利用

・対話や問いかけにより生徒の発話
を促す
自国の文化や知識、文化の違い…
・グループ学習の活用
聞き取り調査、語彙調べ…
・ディクテーションの活用
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高校が主催す
るセミナー

学校関係者と
地域の支援
者の集まる場
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・在籍把握による支援対象者への働きかけ
生徒カード等への記載（国籍、本名把握、保護者対応の必要性）

・通訳支援制度
神奈川県教育委員会高校教育課実施事業
保護者面談、学校説明会、合格者説明会の通訳（年に10～30件）
NPO法人が通訳を紹介する

・翻訳資料の作成
就学支援金、奨学給付金、入学の手引き、保健室での対応表…

・多文化教育コーディネーターの派遣
神奈川県教育委員会高校教育課とME-netの協働事業

外国人生徒への授業以外の
支援



多文化教育コーディネーター派遣の仕組み

• １６校（在県枠９校、定時制４校、通信制1校、クリエイ
ティブスクール２校）

どこへ？どこへ？

• 県から1校当たり２５万円（年５０回）
• ME-netからも

予算は？予算は？

• 高校と協議して決める
• 放課後の補習教室（日本語・母語）、キャリア支援、イ
ベントサポートなど

何をする？何をする？

• 母語話者、地域の支援者、教育に関わっていた人、
高校進学のガイダンスでつながった人

どんな人？どんな人？

• コーディネーター会議に県担当者参加（年５回程度）
• 県主催の高校との事業報告会（年２回）

県との連携は？県との連携は？
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・多文化共生教育の推進
日本人生徒から積極的にかかわる取り組みが重要
例）相模原青陵高校での「多文化共生」科目の設置
座間総合高校での「国際フェスタ」の実施
「国際理解講座」の実施
母語授業の設置と日本人生徒の参加

日本人生徒とのかかわり

複数校で
実施

相模原青陵高校HPより
多文化共生科目「日本語と文化
の扉」選択者が外国人生徒か
らの聞き取り調査に基づいた多
文化共生のあり方を研究発表

したもの



神奈川県立座間総合高校の「国際フェスタ」（全校生徒による学校行事）
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・学習支援の場（県内に約60カ所のボランティア教室…多くは小中対象）
多文化学習活動センター（CEMLA）…ME-net事業
高校の協働による中学生以降の子ども・若者の支援の場
大学生ボランティアによる日本語学習や教育相談

・キャリア支援…ME-net事業
大学、専門学校、職場への見学相談会の実施

・若者交流…ME-net事業
高校生の交流会、キャンプ、フェスティバルの実施

学校外での支援



多文化学習活動センター（CEMLA)
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2015年度は毎回40名
以上の学習者、20名
以上のボランティア・ス
タッフが参加！

場所：相模原市の相模女子大学の構内
活動日：毎週土曜日の10時～12時

運営：文化庁の「生活者としての外国人」に対す
る日本語教育事業の委託を受け、ME-netが運営
日本語教室ほかに、人材育成の研修会の実施、
日本語教材の作成を行っている。

参加：地域の外国につながる子ども・若者（小中
高生以上）と大学生ボランティアが参加。大学生
ボランティアを指導する日本語指導者が5名。



18

キャリア支援

保育園の体験
＆見学会
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若者交流

若者たちが未
来へのメッセー
ジを発する場



神奈川県公立高校「在県外国人等特別募集枠」で入学した生徒の
高校卒業時の進路状況 （データ母数81名）
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大学

38%

専門学校

11%
就職

6%

一時就労

14%

その他

31%

進路状況

大学

専門学校

就職

一時就労

その他

帰国や進学準備
未就労等

「家族滞在」による在
留資格の生徒が多い



外国につながる子どもの自立と社会参加に向けたバイ
リンガル人材育成のための視点－その１－
小中学校～高校

１） 教員の意識改革

○日本語が出来ない大変な子→グローバル・バイリンガル人材
としての捉え

２） 学校での多文化共生教育

○新しい多文化共生教育の試み

・総合的な学習等でのワークショップ授業

・市民教育としての多文化共生（マイノリティの市民）

・多様な言語での多様なコミュニケーション
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学校教育の場で・・・
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・外国につながる子どもが
いることで・・・
自己主張が強い
日本語や教科指導が大変

日本人とうまく溶け込んで
くれない

⇒大変なことばかり

・外国につながる子どもがい
ることで・・・
自分の意見をきちんと言う

多様な言語や文化に接するこ
とができる
コミュニケーションが豊かに

⇒面白いことばかり

教育の目的と価値

グローバル人材
バイリンガル人材の育成



新たな取り組みとしての多文化共生教育

• コミュニケーション
ワークショップ

• ルーツ調べ
• いいところ探し
• 学校マップ作り

入学時

• 日本語教育を活かした
教科指導

• 多文化共生ワーク
ショップ

授業で
• 日本語力のアップ
• 母語力のアップ
• キャリアデザイン

人材育成
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外国につながる子どもの自立と社会参加に向けたバイ
リンガル人材育成のための視点－その２－
高校～大学～社会参加

３） 高校以降のバイリンガル教育

○留学生でない「定住外国人」の若者向けのバイリンガル教育

・日本語教育のレベルアップ（読解力・考察力→表現力）
・母語教育の充実（母語による専門教育の機会）

４） キャリア支援の充実

○社会参加に向けたキャリア支援
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